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（手順１）

７－〔２－（２－アミノチアゾール－４
－イル）－２－ヒドロキシイミノアセト
アミド〕－３－ビニル－３－セフェム
－４－カルボン酸ベンズヒドリル（シ
ン異性体）（５ｇ）のアニソール（２０ｍ
ｌ）及び酢酸（５ｍｌ）混液に、三ふっ化
ほう素エーテレート（５ｍｌ）を１０℃で
滴下する。

（手順２）

１０℃で２０分間攪拌後、

（手順３）

反応混合物をテトラヒドロフラ
ン（１００ｍｌ）、酢酸エチル（１０
０ｍｌ）及び水（１００ｍｌ）の混合
物中に注ぎ、

（手順４）

次いで２０％水酸化ナト
リウム水溶液でｐＨ６．０
に調整する。

（手順５）

水層を分取し、
（手順６）

ｐＨ６．０に保ちながら酢酸エチ
ルで洗浄する。

（手順７）

この溶液を酸化アルミニウ
ムを用いたクロマトグラフィー
に付す。３％酢酸ナトリウム
水溶液で抽出し、目的物を
含む画分を集め、

（手順８）

１０％塩酸でｐＨ４．
０に調整する。

（手順９）

この溶液をさらに、非イオン吸
着樹脂「ダイヤイオンＨＰ－２０」
（商標、三菱化成社製）を用い
たクロマトグラフィーに付す。２
０％アセトン水溶液による溶出
画分を集め、

（手順１０）

減圧濃縮し、

（手順１１）

１０％塩酸によりｐＨ
２．０に調整する。

（手順１２）
生成する沈殿を
濾取、

（手順１３）

真空乾燥して、７－〔２－
（２－アミノチアゾール－
４－イル）－２－ヒドロキ
シイミノアセトアミド〕－３
－ビニル－３－セフェム
－４－カルボン酸（シン
異性体）（１．２３ｇ）を得
る。

実施例１６の手順
三ふっ化ほう素エーテレート

反応

20%NaOH

酢酸エチル

３％酢酸ナトリウム水溶液

酸化アルミニウム

２０％アセトン水溶液

ダイヤイオンＨ
Ｐ－２０

10%HCl
10%HCl

油層

水層

（別紙）


